
財務諸表に対する注記 

１ 重要な会計方針 

⑴ 有価証券の評価基準及び評価方法

① 満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）を採用している。ただし、取得価額と券面額との差額について重要性の

乏しいものについては、取得価額により評価している。 

② その他の有価証券

期末日の市場価格に基づく時価評価法によっている。

⑵ 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっている。なお、主な耐用年数は以下のとおりである。

建  物 2 ～39年   構 築 物 6 ～30年    什器備品 2 ～20年 

② 無形固定資産（リース資産を除く）

ソフトウェア(自社利用) ----- 財団内における利用可能期間（5年）に基づく均等償却

③ リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。

⑶ 引当金の計上基準

貸倒引当金 ---------- 未収入金、貸付金等の貸倒損失に備えるために、一般債権については貸

倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性

を勘案し、回収不能見込額を計上している。 

退職給付引当金 ----- 従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務の見込額に

基づき、当期末において発生していると認められる額を計上している。 

⑷ 税効果会計の適用について

税引前の当期一般正味財産増減額と法人税等の金額を合理的に期間対応させ、より適正な当期正

味財産増減額を計上することを目的として税効果会計を適用している。 

⑸ 消費税等の会計処理

税抜方式によっている。

２ 会計方針の変更 

該当事項なし 

３ 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。    (単位：円) 

科  目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産 

投資有価証券 30,000,000 － － 30,000,000 

小  計 30,000,000 － － 30,000,000 

特定資産 

退職給付引当資産 

支払準備引当資産 

30,280,351 

30,000,000 

6,367,799 

－ 14,000,000 

36,648,150 

16,000,000 

小  計 60,280,351 6,367,799 14,000,000 52,648,150 

合  計 90,280,351 6,367,799 14,000,000 82,648,150 



４ 基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

(単位：円) 

科  目 当期末残高 
(うち指定正味財

産からの充当額) 

(うち一般正味財

産からの充当額) 

(うち負債に  

対応する額) 

基本財産 

投資有価証券 30,000,000 (  18,000,000) ( 12,000,000) － 

小 計 30,000,000 (  18,000,000) ( 12,000,000) － 

特定資産 

退職給付引当資産 

支払準備引当資産 

36,648,150 

14,000,000 

( －) 

( －) 

( －) 

(  14,000,000) 

( 36,648,150) 

－ 

小  計 50,648,150 ( －) (  14,000,000) ( 36,648,150) 

合  計 80,648,150 (  18,000,000) (  26,000,000) ( 36,648,150) 

５ 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 

(単位：円) 

科  目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

建 物 

構 築 物 

什 器 備 品 

ソ フ ト ウ ェ ア

22,320,226 

109,710,280 

37,780,806 

74,764,850 

16,999,662 

98,037,133 

33,837,254 

71,622,481 

5,320,564 

11,673,147 

3,943,552 

3,142,369 

合 計 243,236,162 220,496,530 24,079,722 

６ 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。 

(単位：円) 

科  目 帳簿価額 時 価 評価損益 

（基本財産） 

北海道平成 29 年度第 15 回公募公債(10 年) 
30,000,000 30,163,950 163,950 

合  計 30,000,000 30,163,950 163,950 

７ 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 
(単位：円) 

補助金等 

の名称 
交付者 

前期末 

残高 
当期増加額 当期減少額 

当期末 

残高 

貸借対照表上 

の記載区分 

交付金 

地方公共団体

交付金 

札幌市 － 104,300,000 104,300,000 － － 

合  計 － 104,300,000 104,300,000 － 



８ 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。 

                      (単位：円) 

内    容 金  額 

経常収益への振替額 

基本財産受取利息 

 

合   計 

       

69,000 

   

69,000 

 

 

９ その他 

⑴ 税効果会計関係 

 

① 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 
（単位：円） 

未払事業税否認 662,464 

繰延税金資産小計 662,464 

評価性引当額 △662,464 

繰延税金資産合計 － 
 
 

② 法人税法上の非収益事業と収益事業の区分                    (単位：円) 

項   目 非収益事業 収益事業 合  計 

税引前当期一般正味財産増減額(A) △31,055,481 26,683,655 △4,371,826 

寄付金損金算入限度額(B) － － － 

小  計(C)＝(A)+(B) △31,055,481 26,683,655 △4,371,826 

法人税、住民税及び事業税(D) － 7,523,600 7,523,600 

法人税等調整額(E) － － － 

当期一般正味財産増減額(A)‐(D)+(E) △31,055,481 19,160,055 △11,895,426 
 
 

③ 法人税法上の収益事業に係る法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異  

の原因となった主な項目別の内訳 
        

項   目 率 

法定実効税率 34.22% 

(調整) 
  寄付金等永久に損金に算入されない項目 

  住民税均等割 

  事業税等差額 

  評価性引当額 

  その他 

 税効果会計適用後の法人税等の負担率 

 

0.00% 

0.26% 

△3.51% 

△0.69% 

△2.08% 

28.20% 

       (注) 法定実効税率は、みなし寄付金を考慮していない。 
  
 
⑵ 退職給付関係 

①  採用している退職給付制度の概要 

確定給付型の制度として退職一時金制度を設けている。 

 
 



② 退職給付債務及びその内訳            (単位：円) 

①  退職給付債務 39,123,543 

②  会計基準変更時差異の未処理額 － 

③  退職給付引当金（①+②） 39,123,543 

 

③ 退職給付費用に関する事項            (単位：円) 

① 勤務費用 5,367,799 

② 会計基準変更時差異の費用処理額 － 

③ 退職給付費用（①+②） 5,367,799 

   

    

④ 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

    退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末要支給額を基礎として計算し

ている。 

    
⑤ 会計基準変更時差異の処理年数     1 年 

 

 



１　基本財産及び特定資産の明細
 基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記に記載している。

２　引当金の明細

（単位：円）

貸倒引当金 5,341,775 - 299,100 5,042,675

退職給付引当金 33,755,744 5,367,799 - 39,123,543

期首残高 当期増加額 当期減少額

附 属 明 細 書

期末残高科　 　目
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